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Ⅱ 計画樹立に当たっての基本的考え方

第１ 森林の整備及び保全の課題

１ 本計画区の特徴

本計画区の県全体に占める割合は，土地面積の62％，民有林面積の62％(国有林を含む森林面積

では61％)，民有林材積の65％である。これに対し人口は県全体の31％となっており，仙台市を含

む宮城南部計画区に比べて都市部が少ない傾向にある。

民有林の人工林率は58％と宮城南部森林計画区の47％に比べて高く，天然林が少ない。また，栗

駒ダム，花山ダム，荒砥沢ダム，鳴子ダム，漆沢ダムなどを擁し，大崎平野等の穀倉地帯を潤す水

源地帯としての森林の役割が求められている。

このため，本計画区では，森林の有する機能のうち，水源涵養機能，山地災害防止機能・土壌保
かん

全機能，生活環境保全機能，保健文化等機能に配慮した森林の整備が必要である。

２ 現状と課題

水源かん養，山地災害防止・土壌保全，保健・文化機能等の森林の有する多面的機能に対する県

民の期待はますます多様化，高度化している。さらに，生物多様性の保全，地球温暖化防止に果た

す森林の役割は大きな比重を占めている。

一方，林業を取り巻く情勢は，木材価格の長期低迷や経営コストの増大による採算性の悪化など

が森林所有者の経営意欲の低下を招き，間伐が実施されない森林が増加しつつあるなど，森林の適

切な管理の低下が懸念される状況にある。

森林の有する多面的機能発揮のため，スギ人工単層林施業からの転換，多様な森林への誘導，適

切な保育＊１・間伐＊２，主伐・再造林等の推進が課題であり，その整備を担う人材の育成と施業の集

約化，低コストで効率的な作業システムの普及の推進への取組みを強化する必要がある。

これらの課題に取組むことにより，国際的課題である持続可能な森林経営＊３の確立に寄与する。

＊１ 保育 ： 植栽後の下草刈り（下刈り）や余分な枝の除去（枝打ち）等，健全な森林に育てるための作業

＊２ 間伐 ： 林の混み具合を調整し，主要な立木の成長を促進するために行う抜き伐り作業

＊３ 持続可能な森林経営 ： 森林を生態系としてとらえ，生物の多様性の保全、木材生産量の維持，森林生態系の健全性と活力の

維持，土壌と水資源の保全等，森林のもつ多面的な機能の重要性を認識した上で，森林の保全と利用を

両立させつつ，多様なニーズに永続的に対応していこうとする森林の取扱



- 9 -

第２ 前期実行結果の概要及びその評価

本事項における各表は，前計画の前期５か年分に対応する計画量及び実行量（最終年度の実行

量は，見込み数量を算入）を記載したものである。

１ 伐採立木材積

イ 計画と実行状況

ロ 計画と実行結果についての検討

主伐については着実に増加しているものの，需給調整等の経済情勢により計画を下回った。

間伐については震災復興事業が本格化したことに伴い，労働力が不足したことにより大幅に計画

を下回った。

２ 間伐面積

イ 計画と実行状況

ロ 計画と実行結果についての検討

震災復興事業が本格化したことに伴い，必要な労務の確保が困難となったため，計画を下回った。

３ 人工造林・天然更新別面積

イ 計画と実行状況

ロ 計画と実行結果についての検討

木材価格の低迷等による林業の採算性の低下に伴う経営意欲の低下に起因し，人工造林，天然更

新ともに計画を大きく下回った。

主 伐 間 伐 総 数 主 伐 間 伐 総 数 主 伐 間 伐 総 数

1,464 1,303 2,767 1,066 411 1,477 73 32 53

1,173 1,303 2,476 900 411 1,311 77 32 53

291 - 291 166 166 57 - 57

　（注）　林業振興課資料による。

実行歩合

計画区総数

針 葉 樹

広 葉 樹

区　分

伐　　採　　立　　木　　材　　積

計　　画 実　　行

（単位　材積：千ｍ
３
，実行歩合：％）

備 考

計 画 実 行
実行
歩合

21,600 11,000 51

　（注）　森林整備課資料による。

計画区総数

（単位　面積：ha，実行歩合：％）

備 考

計 画 実 行
実行
歩合

計 画 実 行
実行
歩合

計 画 実 行
実行
歩合

6,660 1,172 18 4,779 632 13 1,881 540 29

　（注）　林業振興課資料による。

計画区総数 人工造林

（単位　面積：ha，実行歩合：％）

天然更新
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４ 林道の開設又は拡張

イ 計画と実行状況

ロ 計画と実行結果についての検討

震災復興需要による事業費の高騰や林業生産活動の低迷化に伴い，計画を下回った。

５ 保安林整備及び治山事業

(1) 保安林の指定又は解除の面積

イ 計画と実行状況

ロ 計画と実行結果についての検討

保安林の指定については，飛砂・潮害防備保安林の指定に必要な要件が整わなかったことから，

計画を下回った。

保安林の解除については，解除に必要な要件が整わず計画を下回った。

(2) 保安施設地区の指定

該当なし

(3) 治山事業の数量

イ 計画と実行状況

ロ 計画と実行結果についての検討

東日本大震災の影響に伴い，緊急性の高い災害箇所等を重点に置き事業を実施したが，事業調整

等により，計画の73％の水準に留まった。

６ 要整備森林の整備 該当なし

備 考

計 画 実 行
実行
歩合

計 画 実 行
実行
歩合

26.0 6.0 23 4 3 75

4.0 2.0 50 - - -     

　（注）　林業振興課資料による。

（単位　延長：㎞，箇所数：箇所，実行歩合：％）

区分

基幹路網

うち林業専用道

開　設　延　長 拡 張 箇 所 数

計 画 実 行 実行歩合 計 画 実 行 実行歩合

796.00 754.44 95 3.58 0.15 4

155.00 125.58 81 0.08 0.00 0

8.00 2.84 36 0.71 0.00 0

113.00 43.86 39 40.02 0.31 1

1,072.00 926.72 86 44.39 0.46 1

　（注）　森林整備課資料による。

土 砂 崩 壊 防 備 保 安 林

（単位　面積：ha，実行歩合：％）

解　　除

土 砂 流 出 防 備 保 安 林

計

指　　定
種　　　別

水 源 か ん 養 保 安 林

そ の 他 の 保 安 林

備考

備考

計 画 実 行 実行歩合

151 110 73

　（注）　森林整備課資料による。

区　分
治山事業施行地区数

計画区総数

（単位：箇所，実行歩合：％）
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第３ 森林の整備及び保全の推進方向

前述の課題を踏まえ，長期的な視点に立ち，全国森林計画に即して，本計画における森林の整備及び

保全の推進方向を次のとおり定める。

１ 持続可能な森林経営の推進

人工林の適切な保育及び間伐を実施するとともに，長伐期施業，複層林施業又は広葉樹林施業な

どにより多様な森林整備を推進して，健全な森林を育成することにより安定的な木材生産ができる

森林の整備を図り，持続可能な森林経営を推進する。

２ 森林の各機能に応じた多様な整備及び保全

森林の有する諸機能のうち，水源涵養機能を重視する「水源涵養機能維持増進森林」，山地災害防
かん かん

止機能を重視する「山地災害防止・土壌保全機能維持増進森林」，快適な生活環境の形成機能を重視

する「快適環境形成機能維持増進森林」，保健文化機能を重視する「保健文化機能維持増進森林」，木

材等生産機能を重視する「木材等生産機能維持増進森林」に区分し，これらの機能が高度に発揮さ

れるような森林整備を推進するほか，保安林制度の適切な運用，山地災害や森林病害虫等被害の防

止対策，スギ等の花粉発生の抑制対策の推進等により，多様な森林資源の整備及び保全を図る。

なお，「木材等生産機能維持増進森林」では，育成林の適切な施業－とりわけ利用間伐等の間伐施

業の積極的な実施により，資源の育成と効率的な林業生産を推進する。

３ 林業生産基盤の整備

集約化によって，造林，保育，間伐，伐採などの森林施業や森林の保全・管理を効率的に進める

とともに，農山村地域の振興にも資するため，計画的に林道等の路網を整備する。

４ 森林施業の合理化の推進

森林整備を着実に推進するため，森林施業の集約化，高性能林業機械＊の配備及び効率的な作業シ

ステムの普及を図るとともに，積極的に林業従事者の育成・確保を図っていく。

５ 森林の保全・管理の推進

保安林等を適切に配置するなど，県民が安全・安心に暮らせる森林の保全及び管理を進める。

また，レクリエーションや保健・文化・教育の場として利用できる森林の整備を進める。

＊
高性能林業機械 ： 林業機械のうち，作業の効率化及び労働強度の軽減等の性能が著しく高い機械で，プロセッサ，ハーベスタ等

の多工程処理機械の総称


